
市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。
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継続的な支援による家族会の組織化 悩みの共有から、支え合いの輪の拡大へ

　洲本市社協では、「誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり」を目指し、子どもから高齢者、障害のある方が自分らしく
暮らし続けられるまちづくりに向け、地域住民や関係機関と協働した地域福祉活動が展開されている。高齢化が進む
中、認知症の方も地域で安心して暮らしていくため、さまざまな当事者・家族会の方々の声からの学び・気付きを出発
点とし、地域の担い手育成や地域住民の交流の場づくりに取り組んでいる。

　市社協で、認知症の当事者に対する支援が始まった
のは、昭和63年に開催した介護者向けの教室にさか
のぼる。その後、教室の参加者による話し合いの中か
ら「介護者同士の交流・集いの場が必要」との声が上が
り、社協が後押しをする形で、平成12年に「にじの会」
（旧市域）、平成19年から「ごしきの会」（旧五色町域）
として認知症の家族会がそれぞれ結成され、現在まで
活動を継続している。
　社協職員は、毎月の定例会に参加し、介護に必要な
情報提供を行うとともに、家族会で出された意見を地
域包括支援センター等の関係機
関も交えて一緒に実現できるよ
う、継続的な支援を行っている。

　家族会の立ち上げ当初は、介護者同士での悩みの
共有や認知症に関する学習会が中心だったが、次第に
介護者の関心や想いをベースに、介護施設の見学や他
市町の家族会との交流などへと活動が発展してきた。
社協職員は、きめ細かな情報提供や関係機関との調整
など側面的支援を行っている。
　最近では、家族会が中心となって介護施設を交えた
クリスマス会なども開催してきたが、平成23年11月に
は県内の家族会が一堂に会する「介護者のつどい IN 
淡路島」を洲本市で開催した。
　社協が関わることにより、家
族会だけで完結するのではな
く、介護者・関
係機関・他市
町の家族会な
どさまざまな
人や団体との
つながりを大
切にした支え
合いの輪が広
がっている。

　在宅で24時間寄り添いながら介
護することは、介護者にとって苦労
の連続だと思います。家族会という
場で介護の苦悩を分かち合うこと
で、学びやリフレッシュができます。
当事者が本来持っている力を十分に
発揮できるよう、寄り添いながらサ
ポートしている社協の取り組みは、
地域福祉の原点だと思いました。

　洲本市社協では、「誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり」を目指
し、子どもから高齢者、障害のある方が自分らしく暮らし続けられるま
ちづくりに向けて、地域住民の方々や関係機関と共に活動を展開して
おります。
　今後ますます高齢化が進む中、認知症の方も安心して暮らしていく
ために、家族会の皆さんと連携を深めながら、これからもさまざまな事
業に取り組んでいきたいと考えています。
　また、今後もさまざまな当事者の方々の声からの学び・気付きを出発
点とし、当事者へ寄り添いながらサポートを行っていきたいと思います。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 洲本市社会福祉協議会　会長　伏見 正夫

定例会では、近況報
告だけでなく介護の
勉強もしています

洲本発で県内の
家族会の交流が
できました！

地域で困っている当事者や家族に
寄り添う地域づくり
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～井吹台地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

いぶき庵　神戸市西区井吹台東町4-20-7　☎078-995-5407（月～金曜日10:00～12:00）

誰もが気軽に活用し、長続きする地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

全住民を対象
にアンケート
全住民を対象
にアンケート
地域のみんなの
憩いの場！
地域のみんなの
憩いの場！

地域の仕組みを
変えたニーズ調査
母親たちの活動から
始まったまちづくり

　いぶき庵は平
日は毎日開設し
ており、買い物や
グラウンドゴル

フの帰りなどに近隣住民が立ち寄れる場となっ
ている。集まった人たちがお茶飲み友だちとして
顔見知りになり、「最近あの人見てないし、帰りに
寄ってみよか」と見守りにもつながっている。
　また、これまでのノウハウを生かし、デイサー
ビスの利用前で家族が家にいない時間に看護
師による一時預かりを実施したり、介護や生活に
関する相談に応じたりと、きめ細かくニーズに対
応しながら誰もが利用できる環境を整えている。
　いぶき庵ができたことで「誰でも来れて、安心
できて、ずっとこのまちに住み続けたいと思う人
が増えたら」と坂本代表は話す。いぶき庵はこれ

から、地域に
なくてはな
らない憩い
の場として
根付いてい
くだろう。
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広げよう！ 地域の安心拠点

　神戸市西区の中央に位置する
井吹台は、平成5年に西神南ニュ
ータウンとしてまち開きをした。団

塊の世代を中心に高齢化が進行するエリアや阪神・淡路大
震災後に復興住宅が建設され単身高齢者が多いエリアが
ある一方、若い子育て世代が集まるエリアも含まれる。復
興住宅で活動していたボランティア団体が母体となり発足
した「NPO法人 ニューいぶき」は、平成26年4月に民家を
改修した地域の拠点として「いぶき庵」をオープンした。

　ニューい
ぶきの発足
は、子育て
世代の母親

たちの活動がきっかけであった。登下校時の子
どもたちのパトロール活動から始まり、学校側
にPTA・自治会などの組織化を呼び掛けるなど、
まちの拡大とともに活動規模を広げていった。
　震災後は、復興住宅での友愛訪問や、喫茶な
どを通した住民同士の交流支援、集会所での健
康相談やミニデイサービスなども行ってきた。
「その都度、自分たちで必要なものをつくってき
た」と話すのは同法人の坂本代表。サービスを
提供するだけでなく、顔の見える住民同士だか
らこそできる活動にこだわってきた。
　今回いぶき庵を開設した
理由は、こうした活動の中で、
家族と暮らしていても日中
は一人で過ごす高齢者が増
えている状況が見えてきた
からだ。そこで、自治会連合
会、老人会、社会福祉協議会などと話し合い、誰
でも気軽に立ち寄れる居場所を地域の中につく
り、見守りを進めていくことが確認された。

人口：31,094人
世帯数：11,087戸　高齢化率：14.0% 
学校：中学校1校､小学校3校

（平成26年7月31日現在）

いぶき庵のオープン喫茶には、いつも多くの人が訪れる

誰もが立ち寄れる地域の居場所を開設！


